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牧草の品種系統に関する冠さび病特性検定試験

(平成20年度調査)

東 政則・岩見豪土・須崎哲也1 ・中原高士

1営農支援課

The Tolerance of Grass Varieties and Strains to Crown Rust (2008 survey) 

Masanori HIGASHI， Takenori IWAMI， Tetsuya SUZAKI， Takashi NAKAHARA 

<要約>イタリアンライグラスとベレニアノレライグラス、 トーノレフェスク、ブェストロリウム

の園内育成系統について、冠さび病の耐病性を検定した結果、以下の結果が得られた。九州沖

縄農業研究センター育成のトールフェスク「九州14号J (極強)・「九州15号J (極強)・「九

州17号J(極強)、山口県農林総合技術センター育成のイタリアンライグラス「山系33号J(強)、

山梨県酪農試験場育成のベレニアノレライグラス「八ヶ岳'[-24号J (やや弱) ・「八ヶ岳'[-25号J

(やや弱)、茨城県畜産センター育成のイタリアンライグラス「友系30号J(弱)、東北農業研

究センター育成のイタリアンライグラス「東北2号J (弱) ・ 「東北3号J (弱)、フェストロ

リウム「東北1号J (やや弱)。

キーワード:冠さひ¥病，耐病性，イタリアンライグラス，ベレニアノレライグラス， トールフェ

スク，フェストロリウム，園内育成系統山系33号J，友系30号J，東北2号J，東北

3号J，八ヶ岳'[-24号J，八ヶ岳'[-25号J，九州14号J，九州15号J，九州、117号J， 

f東北1号」

国及び県の育種指定機関で育成された牧草及び飼

料作物の新系統について、重要病害である冠さび病

耐性を検討するとともに、本県に適した耐病性品種

の選定に資する。

試験方法

イタリアンライグラスと永年牧草に分けて本試験

を行った。イタリアンライグラスは2007年12月に播

種したが、永年牧草は、 2006年播種から3年目を対象

とした。しかし、永年牧草は、 トーノレフェスク以外

は欠株が多かったため、補植用として、 2007年12月

に播種した。

具体的な方法は以下のとおり実施した。

1.試験地

宮崎県畜産試験場第3号圃場(ボラと呼ばれる

火山性レキに富む畑)

2.供試品種 表1

3. 播種期および播種法

(1)イタリアンライグラス

野生種の混入を防ぐため、焼土を入れたペーパ

ーポット(甚径10cmX高さ10cm，甜菜繊維製)

に、 2007年12月 7 日に播種し、 2008年1月 9~1l日

に定植した。播種量は、 1ポット当り0.1gとし

た。

(2)永年牧草

2006年10月2313fこ播種した2年目の牧草につい

て、欠株を補植する目的で、上記のイタリアンラ

イグラスと同様に2007年12月10日に播種し、イタ

リアンライグラスと同時期に定植した。

4.試験区

(1)イタリアンライグラス

l品種について、 l区につき、 l列30cm間隔の10

点(ペーパーポット)を、 3ブロック制で、行った。

各列の聞は75cm開けた。

試験区の周囲には、両端に30cm間隔で、ワセユタ

カを感染源として、 1点定植した。さらに、最外

列には感染源のワセユタカを配置した。

(2)永年牧草

永年牧草は各列の聞は60cmで、あったが、これ以

外は、上記のイタワアンライグラスと向要領で作

付けした。この中の欠株部分にペーパーポット育

苗苗を定植した。
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表1 供試品種

分類 No 品種系統名

ワセユタカ

2 山系33号

3 友系30号

4 東北2号

イタリアンライ
5 東北3号

グラス 6 ワセアオパ

7 ナガハヒカリ

8 タチワセ

9 タチマサリ

10 タチムシャ

11 ドライアン

感染源 l (ワセユタカ)

2 八ヶ岳T-24
ベレニア
/レライグ 3 八ヶ岳T-25
ラス

4 ヤツユタカ

5 東北1i予

永 ブェスト 6 エパーグリーン
年牧
ロリウム

主主
7 ノくーフェスト

8 九州、114号

9 九州15号

トールブ
10 九州17号

ェスク
11 ナンリョウ

12 ウシブエ

13 サザンクロス

5.施肥

(1)基把

牛ふん堆肥:3t/10a 

化学肥料(15-15-12): 60kg/10a 

ヨージン:60kg/10a 

炭霊堂苦土石灰:100kg/10a 

(2)追肥

イタリアンライグラス

{数性膏

2n 

4n 

2n 

2n 

4n 

2n 

2n 

2n 

2n 

2n 

4n 

4n 

4n 

育成機関 耐こ殻れ病さ性まび評で病価の 備考

山口県農業試験場 極弱 榛感染弱源の標と準し品て種使用， 

山口県f農山林口総県合農技業術試セ験ン場タ)ー
(1日

強 検定対象

茨城県畜産センター ~~ 検定対象

東北農業研究センター 5奇 検定対象

東北農業研究センター ~~ 検定対象

雪印積苗閥 極弱 比較品穏

北経農業試験場 筏弱 比較品種

雪印種E吉側 事録~~ 比較品種

雪印種苗(掬 極喜男 比較品穏

北i塗農業試験場 極弱 比較品穏

雪印種苗附 援弱 参考品種

山口県農業試験場 極~~
イタジアン、ラ感イ染グ源ラ
スであるが
として使用

山梨県酪農試験場 やや強 検定対象

山梨除隊燦試験場 やや弱 検定対象

山梨県滋農試験場 やや弱 比較品種

東北}設業研究センター やや弱 検定対象

~~ 比較品種

主張~~ 比較品種

九州沖縄農業研究センター 筏強 検定対象

九州沖縄農業研究センター 極強 検定対象

九州沖縄燦業研究センター 極強 検定対象

九州沖縄燦業研究センター 様強 比較品滋

九州沖縄農業研究センター 極強 比較品種

雪印種苗閥 極強 参考品穏

した。

イタリアンライグラスについては、十分な草高に

したにも関わらず冠さひや病の発病がなかったた

め、 4月28日(1番草)と5月29日(2番草)に刈高20cm

の高メIJりを行った。

従って、調査は3番草以降となった。

2回行った刈取直後に、尿素(N46九) 20kgを施

肥した。

永年牧草も、冠さび病の発病がなく過繁茂状態に

なったので、 トーノレフェスクは4月2813に、他の永

年牧草は5月3013に、メIj高20cmで1番草をメIjり取っ

た。

永年牧草は、刈り取り直後に、尿素(N46弘)20kg

を施肥した。

6.管理作業と刈り取り

除草作業を、全区、 3月と4月に各l回、計2回実施

7.調査日

(1)イタリアンライグラス

第1回 :6丹7臼，第2由 :6月20日，

第3回 :6月23日
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(2)永年牧草

第I回 :5月30日，第2回 :6月18日，

第3回 :6月23日，第4回 :7月7日

8.調査方法

音産草地研究所編:飼料作物特性検定試験実施要

領1)に準拠して実施した。

具体的には、 10株の各株から最多発病葉を2葉採

取して、躍病面積を観察評価した。その方法は、

O を無発病、 1を微~10潟、 2 を1O~30弘、 3 を30~

50見、 4 を50~8師、 5 を80~100犯と指数を付け、 2

0枚の葉の合計を評価値とした。

また、補足調査として、株ごとの擢病程度を、表

2のように0~5 (0.5単位)で評価した。

その他、出穂、程度 {O(無) ~5 (極多)}、熟期

{止葉抽出前(止前と略)~止葉期(止と略)~

出穂、期(出と略)~開花期(聞と略)~結実期(結

と略)，出穂期以降は、各々、初・中・後の3期に

分けた。}などを調査した。

その他、具体的な調査方法は、成績表に付記した。

表2 株ごとの篠病程度評価基準

評価値 程度

考 察

1.永年牧草の残存率(表3)

ペレニアノレライグラスでは、 f八ヶ岳T-24号Jが

比較的良かった。フェストロリウムは3品種とも不

良で、あった。

2. 早晩性(表3・4)

(1)イタリアンライグラス

出穂・出穂、程度・調査時熟期から、以下のとお

りと判断された。

(早生←) 1東北2号J<タチマサリ今タチワセ

今「東北3号j 与ワセユタカーワセアオパ<タ

チムシヤ< 1友系30号」今ドライアン与山系33

号<ナガハヒカリ(→晩生)

(2)ペレニアルライグラス

(早生←) 1八ヶ岳T-24号J< 1八ヶ岳T-25号J

<ヤツユタカ(→晩生)

(3) フェストロリウム

(早生←)パーフェスト与

エパーグリーン< 1東北1

号J (→晩生)

(4)トールフェスク

(早生←) 1九州14号J 寸

「九州15号J< 1九州17号j

<ナンリョウ<ウシブエ王子

サザンクロス(→晩生)

。 躍病なし

n

L

q

U

A

U

A

F

b

 

下部を中心にわずかに病班が認められる。

下位葉を中心に病班を認め、中位楽にも散見される。

中位r.r~を中心に病斑を認めるが、中位葉にも緑度が残っている。

中位葉までは著しく病班が認められるが、上位架は縁度が残っている。

上位葉まで著しい病班が認められる。

試験経過

イタリアンライグラスは早春の生育が極めて良か

ったが、永年牧草はゆるやかだ、った。

冠さび病の初発は5月20日と遅れた。その後の感染

は緩慢だ、ったが、 6月に入ると、急、速に感染が拡大し

た。しかし、本年度は感染源のワセユタカやこれま

で極弱とされた品種が明瞭に発病拡大せず、品種間

差も見出しにくかったため、従来の2回よりも調査問

数を多くした。

試験成績

表3~表5

54 

3. 耐病性(表5)

評価の定まっている既成品種との比較の結果、以

下の評価が得られた。なお、前年と異なる評価の

場合は( )で付記した。

(1)イタリアンライグラス

「山系33号強、 「友系30号弱、

「東北2号弱、 「東北3号弱

(2)ベレニアノレライグラス

「八ヶ岳T-24J やや弱(前年やや強)、 「八

ヶ岳T-25J やや弱

(3)トーノレフェスク

「九州14・15・17号すべて極強

(4)フェストロリウム

「東北l号やや弱
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引用文献

1)飼料作物系統適応性検定試験実施要領(改訂5

版)・銅料作物特性検定試験実施要領(改訂3版)・

表3 残存率，出芽，出穂

永年牧主主
の残存率

飼料作物地域適応性等検定試験実施要領，独立行

政法人農業技術研究機構畜産草地研究所平成1

3-1資料

出芽揃日 出稼始 出稼程度

2007/12/7調べ (紙ポット) O(無)-5(極多)

No 品種系統名 注1 月/臼 月/日 第1回第2回第3回第4回 平均

l ワセユタカ 12/23 4/16 5.0 5.0 5.0 5.0 

2 山系33号 12/22 4/23 3.2 4.0 4.0 3. 7 

イ 3 友系30-iラ 12/22 4/22 4.5 4.0 3. 7 4.1 

タ 4 東北2-i手 12/22 
リ

4/10 4.0 4.3 3. 5 3.9 

ア 5 東北3-l予 12/22 4/15 4. 7 4. 7 4.2 4.5 
ン

フ
6 ワセアオパ 12/22 4/16 5.0 5.0 4.8 4.9 

イ 7 ナガハヒカリ 12/22 4/26 2.8 4.3 3. 7 3.6 
グ
フ 8 タチワセ 12/22 4/14 4. 5 4.5 4.0 4.3 

ス 9 タチマサリ 12/22 4/13 4. 2 4.0 3.8 4.0 

10 タチムシャ 12/22 4/17 3.8 4.0 3.5 3.8 

11 ドライアン 12/22 4/22 4.2 4.2 4.3 4.2 

(ワセユタカ) 12/23 4/22 3.2 4.2 3.8 3.2 3.6 
J¥、
2 八ヶ岳T-24 76‘7 12/26 5/17 3.3 0.5 0.8 1.2 1.5 
レ

一 3 八ヶ岳T-25 63.3 12/26 5/25 0.3 1.2 2.2 2. 5 1.5 
ア
ノレ 4 ヤツユタカ 60.0 12/26 5/30 0.0 1.0 1.2 1.7 1.0 

フ 5 東北1号 33.3 12/25 5/16 3. 7 0.3 0.8 1.3 1.5 
こE二

永 ス
6 エパーグリーン 26. 7 12/25 5/3 4.3 O. 7 1.3 1.0 1.8 

年 ト 7 パーフェスト 40.0 12/25 5/2 4.5 0.3 O. 7 1.3 1.7 
牧
喜主 8 九州14号 100.0 4/6 0.2 。。 O. 3 0.8 0.3 

il9 九州15号 100.0 4/7 0.0 0.0 0.5 1.3 0.5 

ノレ 10 九州17号 100.0 4/11 0.5 0.2 0.2 0.8 0.4 
フ
コ二 11 ナンリョウ 100.0 4/13 0.2 0.0 0.0 0.3 O. 1 

ス
12 ウシブエ 100.0 4/14 O. 5 0.2 0.0 0.5 0.3 
ク

13 サザンクロス 100.0 4/15 0.8 0.0 0.0 O. 7 0.4 
L_  

注1.観察で推定割合を計測した。
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表4 調査時の熟期，株ごとの擢病程度

調査時の熟期 株ごとの催病(補足評価値)

O(無)-5(極多)

No 品種系統名 第1回 第2回 第3図 第4回 第l回 第2回 第3回 第4回 平均

ワセユタブJ 出(後)関(後)結(初) 5. 0 5.0 5. 0 5.0 

イ 2 山系33号 出(中)関(初)出(後) 3.2 4.0 4. 0 3. 7 

タ 3 友系30号 出(後)関(中)結(初) 4.5 4.0 3. 7 4. 1 

リ 4 東北2号 開(初)関(中)給(初) 4.0 4. 3 3. 5 3. 9 
ア 5 東北3号 出(後)開(中)給(初) 4. 7 4. 7 4.2 4. 5 
ン

6 ワセアオパ 出(後)関(後)結(初) 5.0 5.0 4.8 4. 9 
フ
イ 7 ナガハヒカリ 出(中)出(後)関(初) 2目8 4.3 3. 7 3. 6 

グ 8 タチワセ 結(初)結(初)結(初) 4. 5 4. 5 4.0 4. 3 

フ 9 タチマサリ 出(後)結(初)結(初) 4. 2 4.0 3.8 4.0 
ス 10 タチムシャ 出(後)結(初)結(初) 3.8 4.0 3. 5 3.8 

11 ドライアン 出(後)結(初)結(初) 4.2 4. 2 4. 3 4.2 

l (ワセユタカ) 出(中)出(後)結(初)結(後) 3.2 4. 2 3.8 3. 2 3.6 
J¥、
2 八ヶ岳T-24 結(初) 止前 出(初)出(初) 3. 3 O. 5 0.8 1.2 1.5 

レ
3 八ヶ岳T 25 止前 止(後)出(中)出(中) O. 3 1.2 2. 2 2.5 1.5 

ア
4 ヤツユタカ 止前 止 出(中)出(中) O. 0 1.0 1.2 1.7 1.0 ノレ

フ 5 東北I号 結(初) 止前 出(初)出(中) 3. 7 O. 3 0.8 1.3 1.5 
オく 工工

6 エバーグリーン 結(初)北(初)出(初)出(中) 4. 3 O. 7 1.3 1.0 1.8 
年 ス

1汝 ト 7 
ノtーブェスト 結(初) 止前 出(初)出(中) 4. 5 。目 3 O. 7 1.3 1.7 

箪 ト 8 九州14号 」上前 止前 止前 止 0.2 0.0 O. 3 。目 8 O. 3 

9 九州15号 止前 止前 止(初)出(初) 0.0 0.0 0.5 1.3 O. 5 
ノレ
10 九州17号 止高官 止前 止(初)出(初) O. 5 0.2 0.2 0.8 O. 4 
フ
ナンリョウ 止前 止高官 止前 11:前 O. 2 0.0 O. 0 0.1 こ乙 11 0.3 

ス 12 ウシブエ 止前 止荷台 止前 止 O. 5 O. 2 O. 0 0.5 0.3 

ク 13 サザンクロス 出(初) 止前 止前 出(初) 0.8 0.0 0.0 O. 7 0.4 

注1.観察で推定割合を言i狽4した。
2.止前:Jl二葉抽出前， 止:11:業期， 出 出穏期， 関:開花期， 結:結実期
出穏期・開花期・結実期は，各々、初・中・後の3期に分けた。

表5 楽の権病面積と総合判定

葉の憶病商積(主判定値) 。あdひ、メ口ミ、

No 品種系統名 第1回 第2回 注 第3侶 第4回 平均 判定

1 ワセユタカ 61. 2 78. 7 e 78目。 72. 6 d 極l]l]

イ 2 山系33~号 10. 2 8. 3 a 23目6 14.0 a 5金
タ 3 友系30号 48.0 48目2 c 51目2 49.1 c l]l] 

リ 4 東北2号 47.9 54. 9 c d 64.6 55. 8 c 戸:J戸'J 

ア 5 東北3号 42. 2 51. 6 c 50. 3 48. 0 c l]l] 
ン

6 ワセアオパ 41. 8 50. 9 66. 7 53. 1 極l]l]
フ

c c 

イ 7 ナガハヒカリ 43. 2 52. 6 c 61. 8 52. 5 c 極l]l]

グ 8 タチワセ 59.3 76. 7 e 79.0 71. 7 d 極弱

フ 9 タチマサリ 62. 0 71. 7 d e 70.3 68. 0 d 栂~l]
ス 10 タチムシャ 55目。 51. 5 c 55.8 54. 1 c 戸~~ゴ

11 ドライアン 34. 7 27. 3 b 42.5 34.8 b やや強

平均 45. 9 52.0 F= 11. 9 ** 58.5 52.2 Fニ 16.63** 

l (ワセユタカ) 45. 3 69.8 f 78. 7 88. 3 70.6 e 極l]~
J¥、
2 八ヶ岳T-24 43. 5 11. 5 b c 26.8 65.0 36. 7 b やや弱

レ
3 八ヶ岳T-25 39. 5 6.3 a 17.9 50.5 28. 5 b やや弱

ア
4 ヤツユタカ 50. 3 18. 5 c d 23. 8 55. 3 37. 0 b c やや弱/レ

フ 5 東北l号 39.0 8. 3 a b 8.8 54. 2 27. 6 b やや弱
永 工乙

6 エバーグリーン 62.8 23. 2 d 29.9 55. 2 42.8 l]l] 
年 ス

e c 

牧
7 ノくーフェスト 69目4 35. 3 e 36. 3 74.5 53. 9 d l]l] 

主主 8 九州14号 8. 1 7. 0 a 1.7 4.6 5‘3 a 極強

9 九州15号 2. 1 4.0 a 1.4 4.5 3.0 a 極強
ノレ 10 九州17号 1.2 1. 5 a 1.0 0.9 1.2a 事盤強
フ
11 ナンジョウ 1.7 4.0 a 1.3 2.2 2.3 a 1盤強ニE二

ス 12 ウシブエ 2. 7 2. 7 a 0.3 1.3 1.8a 極強

ク 13 サザンクロス 1.8 3. 2 a 0.9 3.1 2.2 a 極強

平均 28. 3 15. 0 Fニ 9.78** 17.6 35. 4 24. 1 Fニ 42.79ネネ

注 F分布検定後に有意差のあった場合は、最小有意差法による差の検定を行った。
林:危険率l首で有意差あり。
同文字問には、危険率問で、有意差のないことを示す。
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